
講習会
実施日

令和8年7月18日 場　所 藤枝市役所 西館５階 大会議室

台風や大雨に備えて 藤枝市　水防対策室

災害ボランティアセンターについて 藤枝市　社会福祉協議会

プロジェクトTOUKAI-0 藤枝市　建築住宅課

原子力防災について 藤枝市　大規模災害対策課

質問№ 質問事項 回答者 質問への回答

1
ブロック塀等専門家診断があることは分かっ
たが、擁壁等の診断はどのようになっていま
すか。

建築住宅課

擁壁の専門家派遣等は行っておりません。
国土交通省から「我が家の擁壁チェックシート」が公開されてお
り、ご自身でもチェックが可能です。詳しい診断等をご希望の場合
は、土木コンサルタント業者等の専門家へご相談ください。

2
耐震診断について、周知されていますか。耐
震診断の証明などはありますか。

建築住宅課
職員の戸別訪問等により耐震診断の啓発を行っております。診断完
了時に、診断結果報告書にて専門家より診断結果の報告書がありま
すので、診断結果の証明としていただけます。

3
被ばく時、家族との接し方はどうすればよい
ですか。

大規模災害対策
課

被ばくの仕方とレベルによりますが、高レベルの被ばくであった場
合は被ばく医療を受ける必要があり、各市町に一か所ある拠点病院
（藤枝市立総合病院）で被ばく医療を受けることになると同時に隔
離されます。避難行動中の低レベル被ばくであればレントゲン撮影
と同様、普段通りに家族と接することになります。避難行動中に内
部被ばくがあった場合でも、他者に影響を与えるほどの曝露は藤枝
市では考え難いので、その場合も家族とは普段通り過ごして問題な
いと思われます。外部被ばくであればどれほどの曝露であったとし
ても自分から放射線が出るわけではないため、基本的には家族と接
して問題ないです。

4
原発避難のパンフレットを全戸配布する予定
はありますか。

大規模災害対策
課

令和４年１０月に全戸配布をしているため、予定はしておりません
が、原子力対策に係る研修会や説明会、出前講座等で積極的に配布
をしております。ご入用の際は相談ください。

5

被ばく線量について、距離で分けることは理
解できましたが、風向・風速は考慮されない
のですか。また、雨の日は広がりにくい等、
天候によって変わりますか。

大規模災害対策
課

実際の避難に利用する緊急時モニタリングで数値と分布を把握しつ
つ、風向や風速、天候等、今後の影響を全て鑑みたうえで、避難の
判断が行われます。
またＵＰＺを定める際のシミュレーション（講座資料スライド５）
においても365日×24時間の8,760パターンで実際の風向風速を
考慮して作成されています。
ご察しのとおりで、放出予想各種の中で大半を占めるセシウムやヨ
ウ素は水によく溶けるため、雨の日は格段に広がりにくくなりま
す。さらに土壌等に吸着すると剥がれにくい性質があるため、雨に
より地面に落ちて一度土に沈着してしまうと、再度浮遊するのはご
く微量（ほぼ無し）になります。
上記データ上では浜岡から藤枝市に向かってくる北北東の風は年間
３％未満であり、その全てが台風などの雨風になっています。

6
原子力発電所から３０ｋｍ圏外は安全という
認識でよいですか。

大規模災害対策
課

正確には、国が定めた原子力対策を重点的に準備する区域（原子力
災害対策重点区域）がＰＡＺ（５ｋｍ圏内）とＵＰＺ（浜岡は３１
ｋｍ）となります。この区域には国からの整備補助があったり、避
難計画を準備する必要があったりします。例えば静岡市は避難計画
を作っていません。
藤枝市としては、万が一に備え、ＵＰＺ外の瀬戸谷、葉梨、広幡、
岡部地区にお住いの皆様分の安定ヨウ素剤や、避難先を用意したり
しています。

7

原発で事故が発生した場合、UPZ内の住民の
日常生活はどのようになりますか。社会生活
（買い物や会社、学校等）は全てシャットダ
ウンされますか。

大規模災害対策
課

市内のモニタリングポストで観測された放射線量が一定の数値を超
えるまで屋内退避を継続することとなりますが、国の見解では、屋
内退避指示が出ている状況でも買い物等の必要な外出をすることは
差し支えないとのことです。
ただ万が一、福島第一原子力発電所のような事故が起こって藤枝市
民も避難をすることになってしまった場合には社会生活が止まる可
能性はあります。実際に大熊町（原発立地町）双葉町（原発立地
町）と浪江町、富岡町の４町は、事故後、一時的に人口が０人に
なっています。大熊町は約８年、双葉町は約１１年にわたり人口が
０人でした。
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8 火災の延焼についての対策を知りたいです。 地域防災課

地震発生時に揺れを感知し、自動的にブレーカーを落とすことで、
通電火災を防ぐ、感震ブレーカーの設置を推奨しています。
藤枝市では、感震ブレーカー等設置推進事業として、上限５万円、
設置費用の２/3を補助しています。ぜひご活用ください。

9
本日Zoomでの受講だったが、希望した指導
員用のビブスは後日地域防災課に取りに行け
ばよいですか。

地域防災課
地域防災課までお越しください。来庁が難しい場合には、郵送等で
対応しますので、ご連絡ください。


